～～第７６４５回～～
尾白川渓谷
～Ｈ２７．４．５～

甲斐駒ヶ岳から釜無川に注ぐ尾白川渓谷を訪ねる。小雨降る中、藤枝をマイクロバスで6:30に出発（16名）。中央道を須玉ICで降り、20号を横切って実相寺の山高神代桜を見学する。身延山枝垂れ桜の子桜やスイセン等が咲き乱れ観光客で賑わっていた。黒戸尾根から甲斐駒ヶ岳への登山口になっている横手駒ヶ岳神社に参拝してから、竹宇駒ヶ岳神社に向かう。神社手前の広い駐車場で下車。神社の境内を抜けて渓谷に掛かる吊り橋を渡ると渓谷道分岐だが、入口はガッチリ封鎖されている。渓谷道の開通は例年4月下旬だが、大丈夫だろうと高を括っていた。雨続きで水量も多いため、渓谷に沿って中腹を巡る尾根道を行くことにする。林間で見晴らしはよくない。神蛇滝を見下ろす高台にある龍神平で昼食をとる。3段になって流れ落ちる神蛇滝は中々見事だ。ここから渓谷に下る道と不動滝に向かう道に別れているが、天気もハッキリしないため引き返す。名水公園「べるが」の「尾白の湯」で汗を流し、「七賢酒造」で試飲して帰途に着く。途中、身延山に寄り夕暮れに佇む枝垂れ桜を眺め、藤枝着18:55。
コースタイム:駐車場1030…竹宇駒ヶ岳神社1035…龍神平1205-30…竹宇駒ヶ岳神社1325…駐車場1330

　　　藤枝ゆ記
